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場で私の質問にも矢口議員の質問にも答えているわけですが、そういったものも職員にも市民に

も誤解なく進むべき方向が見えてくるのではないかなと思いますので、あわせて掲載していただ

ければありがたく思うんですけれども、いかがでしょうか。 

［「そうだ、そのとおりだ」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中根光男君） 

 市長公室長 木村義雄君。 

○市長公室長（木村義雄君） 

 今ご指摘をいただきましたように、そういう点も考慮しながら修正をさせていただくと同時に、

ことしの１月には、私が若いころから支持をしております茨城大学の長谷川幸介先生という准教

授がいらっしゃるんですが、その方にもおいでをいただきまして、まずは職員のその意識の持ち

方、情報の共有の仕方、市民協働とはどういうことかということも、そういう講演会もさせてい

ただきましたし、そういう市民協働の各種の団体にも広く声をかけさせていただいたところであ

りますので、ご提案いただきました情報の共有、意識の醸成ということにつきましても今後の課

題の一つであるということですから、積極的に取り組んでまいりたいと考えております。 

○議長（中根光男君） 

 ４番 来栖丈治君。 

○４番（来栖丈治君） 

 市民協働のまちづくりの指針について、ホームページにアップするのかどうなのか確認をした

いと思います。 

○議長（中根光男君） 

 市長公室長 木村義雄君。 

○市長公室長（木村義雄君） 

 そういう方向で修正等を加えさせていただければと思います。 

○議長（中根光男君） 

 ４番 来栖丈治君。 

○４番（来栖丈治君） 

 坪井市長の施政方針、第２次総合計画にも掲載をされています。私も、市民協働のまちづくり、

坪井市長のその考え方に賛同を強く持っております。ただ、一般的にやはりそういった手続とい

うか、その公平な情報であるとか、どんどんやっぱりＰＲをしていかないと一般的には根づいて

いかないのではないかなというふうに危惧をいたしているところであります。定義なり、また第

２次総合計画での考え方を基本とした市の動きなり、職員の動きなり、一般的な地縁団体であっ

たり、この同好会組織であったり、そういった人たちと連携して手をつなぎ合って、新しい協働

のまちづくりが積極的に進まれることを念じるととともに、要望をしまして、私の一般質問、終

了とさせていただきます。貴重な時間、まことにありがとうございました。 

○議長（中根光男君） 

 ４番 来栖丈治君の一般質問を終わります。 

 続いて、発言を許します。 

 ８番 古橋智樹君。 
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［８番 古橋智樹君登壇］ 

○８番（古橋智樹君） 

 お疲れさまでございます。 

 それでは、質問の前に一言申し上げさせていただきます。 

 一昨日、皆様もご承知のとおり、大洗の原子力研究開発センターで被曝事故が起きてしまいま

した。ことしの５月に、ゴールデンウイーク中は大変観光等でひたちなか海浜公園にネモフィラ

等を目当てに外国人の方が訪れて、茨城県も、そして我が市もですね、挽回していこうというと

ころでありましたけれども、この原子力の研究センターの事故で、新聞でご承知かと思うんです

が、保存容器が26年たって、プルトニウムのみならずウランまでが出てしまったということで、

非常に残念なんですが、これをなぜ申し上げているかと申しますと、やはり世の中の流れがいろ

いろ動いているわけでございまして、もちろん月日もたっている中で、常に同じ対応で臨んでい

ることがどんどん時にして最適なものからかけ離れてしまうということでございまして、私が通

告しております６号バイパス、こちらが20年の計画から経過しております。さらには、神立停車

場線ももうあと何年かで開通に至るわけですが、こちらにつきましても50年以上が経過している

わけでございます。神立停車場線についてはまあ見通しがついているわけではございますが、千

代田石岡６号バイパスはまだまだ見通しが立たないところであります。国の事業ではありますが、

市がどのように地元の区間を早期開通させるかということで、やはりなれ合い、同じやり方を

延々としても進まないのであれば、ゴール目指して違うやり方が幾つもあるわけでございまして、

やはりこういった事故から、他事に学び、みずからを変化・対応させて常に最適化させるという、

こういった観点で質問を進めたいところであります。 

 教育のほうも、千代田地区の学校統廃合の課題ということで非常に活発な議論もされておりま

すけれども、そういった需要に対して議論を重ねることは大事ではありますが、いじめであった

り、あとは、昨今の近々の課題であるプールの水温管理とかですね、プール開きの時期でござい

ます。さらには、各学校も規模は統廃合により縮小しておりますが、100年前後の学校が多数あ

るわけでございまして、こういった設備の中にもリスクがあるということを忘れてはならないと

いうことを申し上げさせていただきたい。例えば、校庭内にある築山に埋め込まれているヒュー

ム管が果たしてこの耐久性が永久なのか、さらには、４月に大変美しい花びらを咲かせる桜の木、

大きな老木もございます。こういったものが絶対的に安全なのか、いろいろゲリラ豪雨というこ

とで、気象の変動も激しいときがあります。そういうときに耐えられるものなのかどうかという

ことですね。統廃合も大事ですけれども、常に日々そういった月日とともに状況も変化している

わけでございますので、こういったところに着眼しながら、私の今回通告しております道路整備

関連の問題も、最適化の仕事を対応していただきたいというものでございます。 

 それでは、平成29年第２回の定例会に当たり、通告に従いまして一般質問を進めさせていただ

きます。 

 １点目の６号バイパス整備等の国県事業への当市協力体制はについて伺います。 

 ことし３月に供用開始された国道６号土浦区間バイパスの４車線化は、車が１人１台必需のこ

の茨城の地域にとって、大変便利で効率的なインフラでございます。しかし、片側複車線から一

車線に変わるエリアともなると、その複線化から単線へのギャップで途端に運転は大変な不便さ
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と効率低下を肌身に感じるところでございます。 

 当かすみがうら市にとっては、そのギャップのエリアに隣接することもあり、改めて千代田石

岡バイパスの事業化を切望するところであります。そして、一日も早く渋滞による経済損失や騒

音、振動の迷惑道路をバイパスで排した使いやすい便利な国道６号として、経済、観光、教育、

福祉のあらゆる分野の基幹アクセス道路として、好感を持てる道路に進化することが我々にとっ

て待ち望まれるまちづくりの本願でございます。 

 さて、我が市の目前まで複車線化が供用開始された国道６号にいざ事業化に向かう機会が訪れ

たときのために、地元の末端行政として、どれだけ国の道路整備事業に協力できるのか、この議

会ではっきりと国と市民に示す義務が訪れております。 

 そこで１点目に、地権者の協力なくして事業は成り立ちません。その対象地権者とのスムーズ

な事業連絡がいざできるのか。国道６号千代田石岡バイパス計画路線の地権者意向状況、連絡体

制の強化について、当市としてどのように対応を考えられているのか伺います。 

 次いで２点目に、国道整備の事業主体は国でありますが、幹線道路の調整は茨城県でもありま

す。そして、千代田石岡バイパスの事業区間は、石岡市とのかすみがうら市の共同事業でありま

すから、計画から早20年、もっと切実な行政姿勢こそが対象地権者からの理解をいただくことに

つながります。国、茨城県、石岡市への当市人員等連携体制の強化について、考えをお伺いいた

します。 

 次に３点目に、国道６号千代田石岡バイパスの南北幹線整備に連携した当市にとりまして、東

西に長い行政界をより実用的に生かすには、東西にまたぐ幹線道路が必要不可欠でございます。

土浦市おおつ野の総合病院への命綱でもある東西アクセスも、当市のみならず、石岡市、美野里

市、近隣市等のためにも実現しなければなりません。その幹線道路間の連携を進める茨城県、石

岡市との幹線道路整備等連絡協議会体制への強化について、考えを伺います。 

 次いで、神立停車場線等を活用した具体的な地域活性策はについて伺います。 

 昭和38年に都市計画決定の神立停車場線も現在、54年を経て日の目を見ているわけであります

が、この神立駅舎整備との千載一遇の道路整備として、この費用対効果を地域の循環につなげる

かが将来のかすみがうら市民のために大事なことであります。ＪＲ神立駅からのメーン通りとし

て、税収を初めとしたさまざまな分野での活性に期待されるところであります。土浦市との行政

界をまたぐ道路でもあることも、さらなる活性の機会にしなければなりません。２年後の平成31

年度での供用開始を目指して整備されているところでありますが、開通とともに一定の効果を目

指す期間としては、この時期に何を紡ぐべきなのか、坪井市長を初めとした執行部の考えを示す

べく、入念な準備とするころ合いかと存じます。 

 そこで１点目に、停車場線や駅舎の供用開始時期を明確に地権者のみならず市民がまず認識す

ることが土地利用を初めとしたさまざまなビジネスチャンスへの基盤となるわけであります。土

浦市路線区間や神立駅舎整備との関係調整進捗について、現時点での状況をお伺いいたします。 

 次いで２点目に、年間を通じて当市街化区域を効果的に活性するビジョンを市民が認識するこ

とも、既存の商業事業者にとりましても希望の持てる材料であります。年間を通した当地域活性

策イメージについて、市の考えを伺います。 

 次、３点目に、当該メーン通りから当然のごとく、安心安全な医療機関に安定してアクセスで
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きる通りでありたいのは、各市民のみならず、かすみがうら市の暮らしやすいまちづくりイメー

ジとして、必要不可欠な要素であります。既存開業医院との連携した紹介手続から、総合病院へ

の通院から、退院後の入院入所までのニーズを見据えたビジョンを目指すためには、安定した交

通手段も欠かせません。総合病院等への需要に対応したコミュニティバス等交通の整備方針につ

いて、お伺いいたします。 

 次、４点目に、当市市街化区域の課題でもある緑地公園と駅前メーン通りとしてのイメージづ

くり、事業の拡張性を含ませる幹線道路として、隣地公園等の目的、整備方針、費用対効果につ

いて、市の考えを伺います。 

 最後に５点目、電線地中化という負担が大きく整備後の工事や管理の手間がふえる選択ではな

く、現在の道路上を横断する電線等全てを当該道路部分を横断させずに引き込み、引き回しを直

して、神立停車場線上には全く目ざわりなく、すっきりと空を見渡せる道路にして、この神立停

車場線のイメージをつくり祭りなどが行われるならば、見晴らしのよさ、道路の実用性をさらに

活性化へ結びつかせるべきと存じます。既存の県道、市道との接続、それから路線神立停車場線

上の電力等の配線等への対応について、市の考えをお伺いいたしまして、以上、１回目の質問と

させていただきます。 

 先ほど、美野里市と申し上げましたが、小美玉市の訂正でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（中根光男君） 

 答弁を求めます。 

 市長 坪井 透君。 

［市長 坪井 透君登壇］ 

○市長（坪井 透君） 

 古橋議員の質問にお答えいたします。 

 初めに、１点目１番、国道６号千代田石岡バイパス計画路線の地権者意向状況・連携体制の強

化及び２番、国・県・石岡市への当市人員等連携体制の強化について、あわせましてお答えをい

たします。 

 連携体制の強化及び人員等の連絡体制の強化につきましては、石岡市及び小美玉市と３市によ

ります期成会における各種活動に加えまして、平成27年11月には新たに茨城県内自治体18市町で

国道６号整備促進協議会を設立いたしまして、中央要望及び県要望及び市民への事業周知等の啓

発を主たるものとして活動しているところでございます。これらの組織間において、連絡及び連

携の体制につきましては、相互に十分果たされているものというふうに解しております。 

 次に、地権者意向調査につきまして、本事業の主体は国でありますことから、事業主体でない

我が市が意向調査等を行うことは、今後の説明会や用地交渉、さらには期待感など少なからず影

響を及ぼす可能性がありますことを鑑みますと、現時点におきまして、広報啓発活動等によりま

して広く市民への周知をし、事業が認可された時点で市民の理解と協力が得られますよう後方支

援を展開していくことを主眼としまして、またあわせまして、早期に事業認可が得られるよう要

望活動などを各方面、多方面から展開していくことが肝要ではないかというふうに考えていると

ころであります。 
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 次に３番、石岡市との河川・広域道路整備促進協議会体制への強化についてお答えいたします。 

 協議会の規約によりますと、顧問につきましては国・県関係者及び学識経験者と記されており

ますので、ご要望のとおり発展的運営を視野に入れながら進めてまいりたいというふうに考えて

います。 

 次に、２点目の１番、土浦市路線区間や神立駅舎整備との関係調整の進捗につきましては、土

木部長からの答弁とさせていただきます。 

 次の２番、年間を通しました当地域活性策イメージ図についてお答えをいたします。 

 ご承知のとおり、現在、神立駅橋上化を初め都市計画道路神立停車場線の整備など、本市の玄

関口であります神立駅周辺の社会インフラ整備が進められているところであります。 

 当地域は、商店や住宅、工場などが集積をし、人口の集中が見られまして、現在も市の商工業

の拠点となっており、停車場線が整備されることによりましてさらなる発展が期待をされており

ます。 

 今後の発展を考慮し、利便性や効率性の観点から、停車場線を含めました公共交通網の整備を

初めにぎわいのあるまちづくり、人口定着と地域や産業の活性化に寄与してまいりたいというふ

うに考えております。 

 次の３番、総合病院等への需要に対しましたコミュニティバス等交通の整備方針につきまして

は市長公室長から、４番、隣地公園等の目的、整備方針、費用対効果につきまして、５番、既存

の県道・市道との接続、路線上電力配線への対応につきましては、土木部長からの答弁とさせて

いただきます。 

 以上でございます。 

○議長（中根光男君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

［土木部長 渡辺泰二君登壇］ 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 古橋議員の質問にお答えをいたします。 

 ２点目１番、土浦市路線区間や神立駅舎整備との関係調整進捗について、本年３月末現在の内

容でお答えをいたします。 

 初めに、土浦・かすみがうら土地区画整理一部事務組合施行によります神立駅西口地区土地区

画整理事業につきましては、事業計画が平成24年度から平成33年度の10年間としており、現在の

事業費ベース進捗率は、45.97％となります。 

 また、神立駅舎橋上化整備事業及び神立駅自由通路整備事業につきましては、事業計画が平成

24年度から平成30年度の７年間としており、現在の事業費ベース進捗率は4.39％となります。 

 次に、土浦市施行によります神立停車場線整備事業につきましては、事業計画が平成25年度か

ら平成30年度の６年間としており、現在の事業費ベース進捗率は50.2％となります。 

 最後に、当市施行によります神立停車場線整備事業につきましては、事業計画が平成25年度か

ら平成30年度の６年間としており、現在の事業費ベース進捗率は71.54％となります。これら事

業の進捗に当たっては、密な連絡体制と情報の共用・確認等を常に図り、早期完了に向けて遂行

しているところでございます。 
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 次に、２点目４番、隣地公園等の目的・整備方針・費用対効果についてお答えをいたします。 

 本線は、既にご案内のとおり街路事業としての位置づけにより整備を進めております。通常の

道路整備とは異なり、ハード・ソフトの両面から道路とまちづくりを一体化させることで町がに

ぎわい、和み、あわせて防災面にも考慮した都市空間の整備により、安全で安心な市街化を誘導

するとしております。 

 これらを礎に、ポケットパークの目的としては、用地買収時の余剰地の活用として、市民間の

触れ合いや歩行者の休息等の場として提供するものであり、その面積は約60坪と小さいことから、

ご指摘の公園とは異なり、休憩所的な扱いとなるかと思います。 

 また、その整備方針ですけれども、現時点案となりますが、防災機能に配慮し、防災備品倉庫

や防火水槽の設置、ゆとり空間整備として日よけ施設やベンチ、水道、照明、駐輪駐車スペース

等を思考しております。なお、費用対効果については、設置目的にもありますように、人の心の

中に和み、ゆとりを町空間として感じていただくものであることから、その費用対効果を数字や

比較等で見出すことはできないと考えております。 

 ２点目５番、既存の県道・市道との接続と路線上電力配線への対応についてお答えをいたしま

す。 

 本線整備箇所には多くの県道及び市道が横断をしております。交通量の多い箇所は既に県警交

通規制課と協議により信号機を有した交差点協議を済ませており、その他の路線についても、す

み切り等に配慮し、接続することになります。 

 また、電力配線については、現在電柱の抜柱を順次進めており、最終的には道路建設予定地内

には電柱及び新たな電線の横断はないものと考えておりますが、既設の横断電線については、残

存をされます。 

 なお、東京電力に伺ったところ、既設電線の除去については、影響範囲の電柱の抜柱・建柱の

移設や、それらに付随しての民地の協力を初めその範囲の電線にかかる電力の需要と供給のバラ

ンスなど多種的な要因を加味する必要があり、あわせて、相当の移転料と時間は要するとのこと

でありました。さらに、これらの電線移設経費は補助対象外となるため、総合的に判断し、現時

点においては、現在進めている工事の早期完了を目指すことが肝要と思料されます。 

 以上でございます。 

○議長（中根光男君） 

 市長公室長 木村義雄君。 

［市長公室長 木村義雄君登壇］ 

○市長公室長（木村義雄君） 

 ２点目３番、総合病院等への需要に対したコミュニティバス等交通の整備方針についてのご質

問にお答えをいたします。 

 本市の公共交通を維持することは、高齢者を含め、移動手段を持たない方々への大変重要な課

題であると認識をしております。その課題の解決へ向け市の公共交通会議を設置しながら、交通

事業者が参画のもとに地域公共交通網形成計画を策定しながら、路線の確定あるいは運行の基準

を定めているところでもございます。 

 ご質問の総合病院、これは神立病院、あるいは土浦協同病院等を指しているものと思われます
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が、その需要に対しては、コミュニティバス等公共交通の整備の考え方でございます。 

 今年度、地域公共交通網形成計画の実施計画に当たる再編実施計画の一部見直しを考えており

ます。ＪＲ神立駅を結節点といたしまして、移動ニーズの高い千代田ショッピングモール、ある

いは神立病院を含めた、さらには土浦協同病院まで伸長する新たな路線を検討してまいりたいと

考えております。 

 また一方では、土浦協同病院のおおつ野への移転により、現在行方・土浦間を運行している霞

ヶ浦広域バスの乗降者数も堅調な伸びを示しておりますので、バス利用者の利便性の向上へ向け

た拡充策についても、広域圏での取り組み、あるいはバス事業者と協議を進めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 それでは、再質問をさせていただきます。 

 まず、先ほどの国道６号千代田石岡バイパスの１つ目の市長からの答弁で、現在の組織間の連

絡体制、連携は相互に十分果たされているものという答弁がありました。その実りがゴールとし

ては事業化であったり、今施工している区間の供用開始とかというところだと思うんですが、確

かに国の事業予算は本年度は倍ついたところでありますけれども、十分に果たされているという

のは私は、確かに坪井市長と石岡市長、それから土木部長と石岡市土木部長、職員間の関係性は、

私も拝見する機会がありましたけれども、大変よいなと思いました。けれども、やはり連携強化

ということでは、例えば国道・県道の対策室やら対策チームとかですね、こういった形を国のみ

ならず市民にも示すことも、１日も早く開通させるためには必要だと思います。こういう何も新

たな予算と人員を設けてまでとは申し上げませんけれども、もっとその仕事に専従するんだとい

う意思を示すことも大事な行政の技術の一つじゃないかなと思います。国道事務所の方々は地元

の方がどれだけこの霞ヶ浦界隈にいらっしゃるのかわかりませんけれども、やっぱり地元に住ん

でいるからこそですね、その開通を１日も早く実現させたいという、事業化をさせたいという思

いは強いわけですから、そういった意識を有効に使うためにも、先ほど申し上げたような対策室

なりチームなりを石岡市とともにやることがまずは第一歩、連携強化ではないかなと思うんです

が、十分果たされているというふうには私は納得できないんですけれども、市長でも土木部長で

も結構なんですが、ご答弁いただけますか。 

○議長（中根光男君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 お答えをいたします。 

 国と石岡市、かすみがうら市、小美玉市によります国道６号千代田石岡バイパス事業推進プロ

ジェクトというチームがもう既に発足をされてございまして、これまでに３回の会議が開催をさ

れております。その内容といたしましては、やはり事業の進捗とか用地交渉の状況、そういうよ

うなもののほうの報告がございまして、その中で対策を練るというようなチームが既には発足さ

れて、そのような事業も進められているということでご理解をいただきたいと思います。 
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○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 プロジェクトチームというか、それは執行部側の実務者レベルのそれは団体ですか。議長、私

も出席させていただきましたけれども、産業建設委員会委員長もメンバーになっている促進期成

会とは行政の技術としてどのように違うのかご説明いただけますかね。 

○議長（中根光男君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 去る５月に副議長としてご出席をいただきました３市の期成会においても、やはり同じように

中央要望等現在進めておるわけですけれども、その出席者の方を見ますと、皆さんにご協力をい

ただくというようなチームが期成会でありまして、プロジェクトチームにつきましては、現状把

握の担当者レベルの職員が出席をいたしまして、そこで現状と対策等を練ってくるというような

内容でございます。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 この国道６号千代田石岡バイパス区間は、ご承知の方が多数いらっしゃると思うんですが、１

カ所その建築確認の案件で頓挫しているということでございまして、そういった先ほど部長が申

されたプロジェクトチームは、実務的に国道事務所の整備に当たる国の職員の方と同じような地

権者の交渉に加わるような事務分掌でもあるんですか。 

○議長（中根光男君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 そのような交渉までは行わないわけなんですけれども、今ご指摘をいただきました地権者につ

きましては、まだ同意の得られていない地権者でありまして、その方につきましては、国と石岡

市のほうで、ちょっとルートの変更があったとかそういうような内容で、お互いにちょっと整理

をしなくちゃならない案件がございまして、その点につきましては石岡市長もみずから地権者の

ほうと接触をしておりますので、ご理解をいただければと考えております。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 その地権者の方との交渉には石岡市長も加わっているという事実もあるとのことなんですが、

その整備事業の法定的なものからはオブザーバーなんでしょうけれども、地元ということで加わ

っているわけでございますけれども、その特別職がみずから出向くことも時には必要だと思うん

ですが、やはり実務者の地元の代表としてそこに加わることがなければ、国道事務所の職員の方

に全て任せるのではなくて、何としてもこの千代田石岡バイパスにかかわる行政として開通しな

ければならないという思いが伝わらないと思います。もちろん国道のことですから、率先して対
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応に当たられるのは国の役人でありますけれども、我々の道路でもありますし、我々のそのバイ

パスが早く開通しないことには、先ほど来申し上げているような渋滞なりの解消のために、どう

しても地元としての形を地権者の方にお伝えするためには必要になってくると思うんですが、そ

のあたりを国の方とお話しに、実務者としてご相談したことはありますか。一切もう国の方が主

導でやっているだけで、呼ばれればそれは応える行政としての責任はありますけれども、協力し

たいというようなことをご提案も含めて相談したことはございませんか。 

○議長（中根光男君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 公共用地取得につきましては任意取得を原則としており、地権者に対する適切な説明、回答が

求められるわけでございまして、先ほどもご説明したように、バイパス計画ルートの変更がなぜ

あったのかとか、そういうような内容でございますので、その点につきましてはもう直接国、さ

らには石岡市が出張らなければ説明のできる内容ではございませんので、こちらのほうから手を

挙げて交渉に参加するというようなことはございません。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 改めてお尋ねしますけれども、この千代田石岡バイパスの市川地区から南側の9.9キロが事業

化にならないというのは、どのようなことで国から説明を受けていますか、ご答弁お願いします。 

○議長（中根光男君） 

 お諮りいたします。 

 昼食休憩に入りたいと思いますが、ご異議ありませでしょうか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中根光男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 再開は午後１時30分から再開をいたします。 

休 憩  午後 ０時００分 

──────────────── 

再 開  午後 １時３０分 

○議長（中根光男君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 答弁を求めます。 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 国道６号バイパス建設促進期成会総会における国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所

の担当者の説明と同様となります。現在、茨城県内の国道６号整備事業は６カ所で行われており、

４車線化整備進捗率としては、27％となっております。千代田石岡バイパスについては、市川か

ら東大橋までの5.8キロメートル区間を平成10年に事業化決定し、平成16年度事業に着手、現在
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まで計画用地で91％が取得済みであり、順次並行して工事が進められているということでござい

ます。本年度の予算の配分につきましては、先ほど議員からお話がありましたように、10億1000

万円、陳情・要望の成果と認識をしているところでございます。 

 これらの状況を踏まえ、ご質問の千代田バイパスが事業化にならない理由としては、現在事業

化されている区間に全力を注いでいるということで、その後次の区間の事業化を決定するという

ようなことでございました。 

 以上です。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 国道事務所の課長さんでしたか、私もお尋ねして、現在事業化区間をやり遂げてからというこ

となんですが、そのときにも少し申し上げたんですけれども、順番が合理的でないと思うんです。

本来はもっと渋滞している区間を先にやって、市川から高浜に抜ける区間を先にやっていること

ですけれども、車の交通の需要を見ればどこが合理的かということは、石岡市にとりましても、

その中貫から市川までの事業を進めても十二分な効果があるということで申し上げたんですが、

その先ほど来の事業推進プロジェクト、平成24年５月に設けたということなんですが、私は存じ

ていなかったんですが、ほかの皆さんはご存じでしたか、市民の皆さんはご存じだったかわから

ないんですけれども、本来は、今環境経済部のほうで重点事業企画推進担当ということで、地方

創生、さらにはそのふるさと納税とか、そういったことに対しての重点事業、これも大事なこと

でありましょう。でも、この損失を生んでいるというふうに考えられるこの国道６号を改善する

ことがより以上重点事業であろうというふうに私は考えるところなんですが、市長、国道バイパ

ス、これは既存の重点事業とされている環境経済部に置いているものと比べては、同等だという

ことで答弁はあるでしょうけれども、同等にこれをしっかりシステムとして、プロジェクトチー

ムということじゃなくてちゃんと対策室なりを設けて、それに専従する事務吏員がいるという形

にできないもんなんでしょうかね。 

○議長（中根光男君） 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 ６号バイパス、千代田地区バイパスにつきましては、今古橋議員のご指摘のとおり大変重要な

路線でありますし、最近渋滞が目立っておりますので１日も早い事業化が待たれるということで

ございます。そういう中で、市全体の重点事業の中でもご指摘のように極めて重要でありますか

ら、そういった位置づけの中で私も努力が足りない面もあるわけでありますので、精いっぱい考

えながら進めていきたい。 

 そしてまた、担当者を置いてのプロジェクトというようなお話ではございますが、そういった

ことにつきまして、専門的にその部屋まではできないかもしれませんけれども、担当者を配置し

てある程度そこにいられるような、そういったものについてもちょっと工夫はしてみたいという

ふうに考えております。 

○議長（中根光男君） 
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 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 20年もなかなか動かずにここまで来ているわけですから、その努力はいいんですけれども、努

力のやり方をもう変える時期だというふうに冒頭から申し上げているんですよね。でき得るなら

ば努力なしに実現できることがこれは理想ですので、そういったところに近づくために、私は、

石岡市長とよくご相談いただいて、うちのかすみがうら市だけではやはり開通というゴールに向

けて近づくことはできませんので、その点を石岡市長と相談していただくことは、いかがですか

ね。 

○議長（中根光男君） 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 石岡市長とは公私ともども毎月いろいろ業務を含めまして交流会を実施しておりますので、そ

ういう中では十分に伝えていきたいと思っています。 

 また、中津川地区の反対の関係につきましても、私どもが直接踏み込むことはできませんけれ

ども、いろんな情報によりますと、こちらの縁故等もあるという話を聞いておりまして、そうい

う中でもし我々が手伝えるようなことがあればというようなことで今までも伝えておりますので、

ぜひそういった面では情報交換しながら積極的に進めていきたいというふうに考えています。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 その今市長からありました中津川地区の、言い方は語弊があるかもしれませんけれども、頓挫

している案件は、私からすれば、これは行政側に落ち度がある、行政の瑕疵であるというふうに

私は見ております。なぜならば、建築確認をおろしたにもかかわらず、それで家を建てました、

にもかかわらず、先ほど来、プロジェクトチームでも調べているという都市計画路線がずれたわ

けですよ。それで建築確認がかかったところに納得いかないという状況を生んでいるわけでござ

います。私は、その点も国道事務所の所長に、これは行政の瑕疵という観点でもけじめをつける

べきだというふうに、石岡市長とご相談いただいてお伝えするべきだというふうに思います。 

 もしくは、今までの努力のように、その地権者の方に建築確認はあるけれども何とか事業協力

してくれということで、そのいずれかだと思うんですが、市長、このままその努力を延々と続け

て糸口を探る、それから行政の国としての建築確認が特に私は瑕疵だと思う次第ですが、どちら

を市長としては選んでいくべきかというふうに、お考えはありますか。 

○議長（中根光男君） 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 石岡市長からの間接的な話によりますと、まず地権者との関係につきましても、以前は全然門

前払いというか、会ってもらえないというか、そういう状況でしたが、同じテーブルの中で少し

話し合いができるようになってきたんだという話は聞いております。そういう中で、その建築確

認の問題、私もここでどうのこうのとは言えませんけれども、行政が努力してできるものであれ
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ばそういった部分を含めましてあらゆる方法をとって、問題解決に向けて努力しなくてはならな

いと認識はいたしております。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 この建築確認に携わる件について、国道事務所の所長からお話、課長でも結構なんですが、担

当課長でも結構なんですが、国から説明、市長、それから部長にしっかりと説明があったことは

ございますか。 

○議長（中根光男君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 本件につきましては、平成５年の11月に建築許可を得て建築した住宅地が平成９年３月の都市

計画決定後に示された国道６号バイパス整備計画事業予定地の権利者となったものでございます。

権利者は建築許可申請の際、バイパス計画ルートには当たらないとの説明を受けたと、なぜ計画

ルートが変更になったのか、さらに、行政側としては、建築当時、計画ルートは発表していない

んだと、平成５年の建築許可、平成９年の３月のルートの決定と。建築が先であったわけなんで

すけれども、そこで行政側はルートは変更していないというようなことで、そこの話し合いの場

をつくりたいということで、なかなか会っていただけないんだというようなことになってござい

ます。 

 それで、先ほど今市長のほうからお話がありましたように、石岡市長が直接交渉をしてござい

ますので、今市長の答弁のようなことでご理解をいただきたいというふうに考えてございます。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 土木部長から話がありましたプロジェクトのほうではそれを、もう一度伺うような形になりま

すけれども、どういうふうに結論づけるんですか。 

○議長（中根光男君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 プロジェクトは、先ほどもご説明しましたように３回ほど開催をされておりますけれども、そ

の報告内容からいきますと、やはりまずその地権者との意見の相違が大きな問題になってござい

ますので、国と石岡市と地権者の対話の場をつくりたいと。しかし地権者のほうは、その計画ル

ートを変更した理由を明確にしなければ会わないというようなことで現在に至っているというふ

うには聞いてございます。プロジェクトチームがそこでどういう活動をするかというのは、国と

石岡市の内容を見きわめたいというふうには考えてございます。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 
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 いずれにしても当市の立場としては、地権者の肩を持つことも、国の肩を一方的に持つことも

できないということかなという答弁と解釈しますけれども、やはり、先ほど市長にも申し上げた

今現状案件があるかもしれないけれども、これから先どのように心を開いてくれるかということ

で、やはり国道事務所の方の意識よりも、我々、そして石岡市の住民としての意識を、心をしっ

かり地権者にも伝える機会が欲しいということで、先ほど来、対策室などを設けて心を伝えると

いう、でき得るならば、神立停車場線が50年もかかりましたけれども、地権者のあらかたの合意

をいただきながらここまでに至っている、非常に評価すべき実績があるわけなんですよね。そう

いった実績、技術を６号バイパスのほうにも充てていただきたいということで申し上げているわ

けです。 

 質問が前後になるんですけれども、神立停車場線のその用地交渉、スポット的にはそのいろい

ろな懸案があったとは思うんですけれども、その用地交渉のほうですね、我々のほうから見てい

ると、非常にスムーズであったということなんですが、これは土木部としては、自己評価として

どのようなことがうまくいったから50年も動かなかったものが実現できたか。もちろん国の財源

ができたということはあるかもしれませんけれども、それ以外に技術的なところで何か自己評価

として、実績をアピールされることも含めて、答弁いただければと思います。 

○議長（中根光男君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 計画の公表の段階において地権者の方は、自分の所有する建物、土地等がまず神立停車場線の

計画地にあるということにご理解をいただいたと。さらに、詳細な１件１件説明に回った結果、

信頼関係が構築できたということで、スムーズな用地交渉ができたというふうには考えてござい

ます。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 今の土木部長のご答弁を私なりにまとめさせていただきますと、やはりその接遇として柔和な

対応ができたということだと思います。ですから、うちの市からそういった、もちろん知識も必

要です、土木のことであったり、技術的な歴史、背景もよくわかっている人物が必要ですけれど

も、何といっても心を開いてくれるのはその柔和な姿勢で、地権者の方と心を開いてお話できる

ということですので、この20年間ですね、６号バイパス、事業化に進まないということを当市、

さらには石岡市のほうにもおつき合いいただいて、うちの市からはそういった優秀な職員の方を

地権者と交渉能力のある形もご用意して、石岡市とともにそういった事業協力を私は目指すべき

だと思いますけれども、市長、先ほどご検討いただくような答弁をいただいたんですが、そうい

った具体的なことを市長から国道事務所長にお話しいただくことは可能ですか。 

○議長（中根光男君） 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 国道事務所の所長とは機会あるごとに何回かお会いしておりますけれども、また機会をつくり
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まして、そういったお話については話をしていきたいとように考えています。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 それから、１回目の答弁で、促進協議会のほうを促進期成会のほうとして後方支援、それから

要望活動を多方面ということでご答弁いただいたんですけれども、今は議長が公明党というお立

場もありますので、そういったパイプももちろん大事に有効に相談していくことは大事なんです

が、根本的にですね、私からすると、希望的観測度が強いんですよね。ですので、もっと現実的

なところを期成会としても、そういった対策室やら国道事務所長が単に来賓ではなくてご相談で

きる会合として、土木部が石岡市と事務局をやっているわけですから、我々としても、市長のみ

ならず、ご相談できるならば協議ということにさせていただきたいと考える次第なんですけれど

も、プロジェクトとして市長がお伝えするのと別に、議会から３名参加しております。そういっ

たことをしっかり対策を論議することはできないんでしょうか。 

○議長（中根光男君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 ３市の期成会、さらには茨城県内の18の自治体で進めております内容もございますので、そう

いう総会等が間もなく開催をされますので、そういう事務局同士のまず内容としてこういう要望

もあったことを伝えながら、今後どういう方向に導いていくのかについても、かすみがうら市単

独で決めるのではなくて、その中でちょっとご相談はしていきたいというようには考えてござい

ます。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 今、総会とありましたけれども、総会は、先日の幹事会ですか、総会がまた定期的なものがあ

るんですか。出席するのは、議会からは議長と産業建設委員会委員長と私でございますけれども、

いま一度確認させていただきます。 

○議長（中根光男君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 ３市につきまして、今議員のほうからお話がありましたように、議長、副議長、産業建設委員

長ということになってございますけれども、今お話ししたのは、茨城県内の自治体18市町で国道

６号整備促進協議会というものを設立してございます。この内容につきましては、中央要望、さ

らには県要望を行う内容がございますので、そういう機会も一緒に考えていきたいというふうに

考えてございます。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 
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 私の勘違いでしたね。茨城県全体の促進協議会ですか、期成会ですか。 

［「協議会」と呼ぶ者あり］ 

○８番（古橋智樹君） 

 協議会ですね。 

 ぜひこの千代田地区の事業区間の進め方が合理的であるかどうかということを私はしっかりそ

ういう場で提案させていただきたいと。議会からは提案権はないのかもしれませんけれども、市

長から小美玉市区間も都市計画決定をしていないで、それで市川から高浜までまずはバイパスを

抜くんだと。茨城空港までの活性を考えれば、小美玉市の都市計画決定も早々に決めるべきだと

思うんですよね。 

 ですので、高浜までのバイパスよりも、この千代田石岡の9.9キロの事業区間をやることのほ

うが合理的でないかと提案することは、その茨城県全体の国道整備の６号の整備の促進協議会の

中で相談をかけることは可能ですか。 

○議長（中根光男君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 茨城県内146.3キロメートル、国道６号がございます。その中で、先ほどもご答弁申し上げま

したように、６カ所で４車線化拡幅工事等が行われておりまして、本年３月には土浦バイパスが

完了したということになってございます。 

 それで、当然、この５カ所それぞれ皆さん思いが一緒なものですから、千代田石岡バイパスの

内容だけを言う話をするというようなことはなかなか皆さんの中で果たしてどうなのかなという

ような考えは持っておりますけれども、当然、18の首長がおりますので、そこでやはり今後どう

いうような詰めがあるのかということは、今ここではご答弁は控えたいというふうに考えています。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 私が合理的だと言っているのは、その市川から高浜の区間で頓挫をしているから順序を合理的

に組みかえる必要があるんじゃないかというふうに申し上げているんですね。国道６号ですから、

千代田石岡は純然たる国道６号なんですよね。市川から高浜に行く路線は何号線と言うんですか。

それを考えれば、十分その茨城県全体としても、全市が共通する国道６号がここを通っているわ

けですから、そういう事実を、ほかの首長さんも促進協議会の評議員でいらっしゃるわけですか

ら、そういう首長の皆さんの理解になるためにはそういう認識を伝えなければいけないと思うん

ですが、ほかの首長さんは、もちろん石岡とかすみがうら市、小美玉市は知っているかもしれま

せんけれども、ほかの首長さんはご存じないですよね。ご存じなんですか。 

○議長（中根光男君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 先ほどもご説明申し上げましたように、土浦バイパスが完成をすることに伴いまして、千代田

石岡バイパスとこの両側には千代田石岡バイパス、さらには牛久土浦バイパスがございます。さ
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らには、北に向かいますと勿来バイパス、大和田拡幅、日立バイパスと、それぞれに予算の配分

がございますので、皆さんの思いは一緒であるというふうには考えてございます。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 私は、もうこの20年待たせて、小美玉地区に都市計画決定が決まっていないで市川から高浜の

区間に固執している、頓挫しているということはもう切りかえるべきだということを申し上げさ

せていただきます。 

 続いて、２番目の神立停車場線について再質問をさせていただきます。 

 先ほど、土浦市行政区間のほうの進捗も答弁ありましたけれども、前回ここで伺ったときには、

大分当市の用地買収の進捗が当時と比べてパーセントは進んでいなかったんですが、そこをいま

一度、前回は何％であったところが土浦市のほうはこれだけ進んだんだということでご答弁いた

だくことは可能ですか。 

○議長（中根光男君） 

 暫時休憩いたします。 

休 憩  午後 １時５９分 

──────────────── 

再 開  午後 ２時０３分 

○議長（中根光男君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 今調査をしてございますので、少しお時間をいただきたいということでご理解をいただきたい

と思います。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 事業の進捗率はいただいたんですが、用地買収の率は現在はわかりますか。 

○議長（中根光男君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 あわせて、今確認中でございます。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 それでは、再質問の中に進めさせていただきますけれども、市長から答弁るるあったわけでは

ございますけれども、もう少し具体的にその神立停車場線を、あと数年でできるわけですから、

こういったイメージで、まずコミュニティバスはさておいてですね、その市民の憩いの道路にな
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るのかどうかというイメージが、やはりこれだけ地権者の協力もいただいたわけですから、この

活性化に結びつけるにあって今後の若干の年数をかけて具体化はしていくかと思うんですが、も

う少し具体的にもうこういうものを検討していきたいと、もうちょっとスポットを絞ってご答弁

いただくことは可能ですか。 

○議長（中根光男君） 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 神立停車場線につきましては、私どもも大変期待をしている道路でございます。そういう中で

神立という地域は、ご承知のように、土浦でもありますし、私どももやはり逆西、稲吉も通称神

立というような呼び方をしておりまして、一つの町というようなことで考えておりまして、そう

いう中でそれぞれ祭りをやったりいろいろしているわけでありますが、そういったことを含めま

して、これからどういったまちづくりができるのか、今ここで具体的になかなかお示しはできま

せんけれども、核となりますよういろんな角度から検討して進めていきたいと考えています。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 開通してからそういった対応をするよりも、今こそ入念な準備をしていく段階にもう踏み込ん

でいるわけですから、もう早々に入っていただきたいというふうに願うところです。 

 西側の停車場線のことも申し上げているんですが、神立停車場線等ということで再質問させて

いただくんですが、先ほど私も質問の中で触れさせていただいたとおり、土浦市おおつ野までの

協同病院の道筋を市民としては、停車場線から東側に抜けて便利になっていただきたいというこ

とは、私のみならずほかの議員からも質問が出ているわけでございますけれども、その関連でお

尋ねしますが、土浦市で現在、白鳥地内から神立駅の東側方面に向かってですね、工業団地まで

道路整備はどのような進捗になっておりますか、ご答弁いただくことは可能ですか。 

○議長（中根光男君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 土浦協同病院に近い国道354号線交差点、おおつ野団地入り口交差点から県道戸崎上稲吉線ま

での2,000メートルにつきましては、昨日、設楽議員の質問にお答えした内容になりますけれど

も、平成29年度までに2,000メートルについては供用開始と。それに県道戸崎上稲吉線から千代

田南団地入り口交差点までについては、その平成30年度以降に土浦市のほうは考えておるようで

ございます。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 病院への安定したアクセス、そういった形で先ほど市長公室長からの答弁がございましたけれ

ども、もう少し具体的に、土浦協同病院までの伸長を検討しているということでしたが、具体的

な時期を、いつごろを目指してバス等のアクセスの整備を進めていくかということで、ご答弁い
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ただくことは可能でしょうか。 

○議長（中根光男君） 

 市長公室長 木村義雄君。 

○市長公室長（木村義雄君） 

 平成29年度には公共交通網の形成計画の実施計画、これは運行の実施に当たる計画でもござい

ますが、それの策定を進めております。その策定が終わり次第、運輸局のほうに運行の許認可の

申請をしていく、さらには、あわせて同時にバスの事業者等への協議というものを進める予定で

おりますので、早い段階でも平成29年度末には間に合わなくても、平成30年度の中間ぐらいを目

標として進められればとは考えております。なるべくそういう方向で進めていきたいなと考えて

おります。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 当市の市街化区域の東西のラインには、この神立停車場線だけではなくて、土浦市のほうには

通称神立中央通りですか、それから逆西には新光通り、それから牛渡馬場山線の県道があるわけ

でございますが、既存の住宅が多く張りついているのは神立停車場線以外にもあるわけでござい

ますが、停車場線のメリットは何といっても駅前に接続するということですので、交通弱者の方

は停車場線まで歩いていって乗るというのはなかなか難しいことですので、今現在の需要、利用

状況といいますか、稼働率ですね、その辺を含めると、神立停車場線に実用的なバスが走るのは

しばらく先というふうに消極的に考えることもあると思うんですが、実際の声はその新光通りな

どから土浦協同病院まで行けないものかという声があるんですが、その辺とのすり合わせ、整合

性はどのように調整されていくんですか。 

○議長（中根光男君） 

 市長公室長 木村義雄君。 

○市長公室長（木村義雄君） 

 市内では、ただいまデマンドタクシーと公共公益バスの運行を公共交通として運行している状

況でもございます。今議員のおっしゃったように、市内の一部区間を例えば新しい路線、ショッ

ピングセンターの路線、あるいは、ショッピングセンターを経由しながら神立駅の結節点を抜け

て、さらには土浦協同病院までのおおつ野線の道路開通と合わせた形でのバスの運行路線という

ものを確立を考えているところなんですが、何しろこの路線につきましては、土浦市内を通過す

るようなこともありますので、きのうも答弁申し上げましたように、公益的な見地の中から対応

ができればというふうな努力はしていきたいというようには思っております。ただそうしますと、

ではデマンドタクシーはどうするんだというようなこともありますので、やはり公共交通に当市

ができる事業費というものも限られておりますので、現在の登録者数等から判断をすると、そう

いうことも一定の見直しをしながら、議員のご指摘のような路線の運行、取り組みについては努

力をさせていただければなというように思っております。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 
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○８番（古橋智樹君） 

 神立停車場線にまちづくりとして、ほかの事業ではあるんですが、コンサルティングを導入し

て、最終的には税収の向上や、さらには緑地、不足している形をいかに効率的にまちとして整備

していくかということで、駅の真ん前につながる道路ですから、そういうことに投資しても私は

費用対効果が十分あるのではないかなと思うんですが、そういったお考えはいかがですか。 

○議長（中根光男君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 都市計画道路の果たすさまざまな役割や機能を考慮いたしまして、本年度、機能的で暮らしや

すい都市空間の整備を再検討する都市施設再生調査業務をいたします。さらに、沿道の土地利用

を適切に誘導するため、高さ制限の解除や3,000平方メートルまでの中規模な商業業務施設の立

地を容認することができ、かつ、地域活性化が図れることから、両側30メートルの範囲を第１種

住居地域として指定することで、今現在計画を進めております。 

 あわせまして、以前も議員にご答弁申し上げておりますように、防災面につきましては、土

浦・かすみがうら土地区画整理一部事務組合により進めております土地区画整理事業の都市エリ

ア0.9ヘクタールにおいて、市内で初めての試みとなる防災に強いまちづくりを目指した準防火

地域の指定をいたします。 

 今後の見通しでございますけれども、地元の皆様や関係機関と綿密に連携を図り、事業を完了

させてまいりたいというふうに考えてございます。あわせまして、都市計画審議会においてお諮

りをいたすというようなことで考えてございます。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 第１種住居地域ということで、私も前回、前々回、以前に質問した中でご答弁いただいたとこ

ろなんですが、私は今の答弁は、コンサルティングを導入したらどうかということで申し上げま

したので、部長がよくご検討いただいているのはわかるんですけれども、今後、若干の年数をか

けて税収に結びつけるためには、いろいろな事業者の需要などを把握しているコンサルティング

を選んで活性化させるということが神立停車場線の取り組みとしては、私は必要だから質問させ

ていただいたわけでございます。土木部長として担当の部署に十分神立停車場線の事業を進めて

いることは十分認識するところなんですが、やはり最終的には活性化に結びつけるには税収を上

げるという観点ですから、土木の観点プラスその税収ということになると、これは十二分なコン

サルティングの価値はあるものとしてお尋ねした次第です。ぜひ今後、あと若干の年数で開通す

る神立停車場線にもっと夢・希望を注入していただくように、私の申し上げたようなことも含め

てご検討をいただきたいと思う次第です。 

 それで、１点目の国道６号バイパスのことでちょっと再質問漏れたことがございまして、１回

目の答弁で、石岡市との横の東西の幹線道路整備の河川広域道路整備促進協議会体制の強化とい

うことで、国、できるならば私としては国道事務所の所長さんなりに顧問としてお入りいただい

て、面倒いただくことを願うところなんですが、この件に関しては石岡市長とは大筋の合意はい



- 35 - 

ただいているんでしょうか。 

○議長（中根光男君） 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 まだ協議はしておりませんけれども、これは早速協議のほうに言いまして、幹事会等で図って

進めていきたいと考えております。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 冒頭で、目まぐるしく変わる世界情勢云々ということで、ゴール地点を目指すに当たっていろ

いろな方策を、先が進まないのであれば切りかえる、撤退しながらも違う角度にやるということ

で、今回質問を２つさせていただきました。 

 皆さんもご承知のとおり、取手市のほうでお子さんのいじめで自殺で亡くなったという件で、

教育委員会と取手市長も改めて前回の形から切りかえられて謝罪したという形もあります。これ

は当時の具体的な私も期日は定かではありませんけれども、これもやはり…… 

［「通告外」と呼ぶ者あり］ 

○８番（古橋智樹君） 

 最後の締めです、お待ちください。 

 世の中の流れが変わっているということですから、これを、土木に当たってもインフラに当た

っても教育に当たっても柔和な姿勢で皆さん自身の事業推進のほうも当たっていただきたいとい

うことで申し上げさせていただいた次第です。かすみがうら市の将来性を紡ぐ今回の２つの道路

整備計画を機に当市の行政も、１日でも早い事業の実現に向かって柔軟な変化に対応する執行部

の対応と、最終的には確たる税収向上、そして私たちのさまざまな分野の効率化に結びつけるよ

う、重ね重ねのこの道路６号バイパス、千代田石岡区間ですね、それから神立停車場線の効率的

な活性化を目指して努めていっていただくことをお願い申し上げまして、私の質問を終えたいと

存じます。ありがとうございました。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君の一般質問を終わります。 

────────────────────────────────────────── 

○議長（中根光男君） 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 なお、会議規則第10条第１項の規定により、明日６月10日及び明後日６月11日の２日間を休会

といたします。 

 次回の本会議は、来る６月12日定刻より各議案に対する質疑等を行います。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

 

散 会  午後 ２時２３分 


